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2025 筑波シリーズ規定 
 

 

本シリーズは、一般社団法人日本自動車連盟（JAF）公認のもとに国際自動車連盟(FIA)の国

際モータースポーツ競技規則ならびに、それらに準拠した一般社団法人日本自動車連盟

（JAF）国内競技規則およびそれらに基づいた、筑波サーキット4輪一般競技規則書、本シリーズ

規定、各レース大会特別規則書に従って開催される。全ての参加者は、これらの諸規定に精通

し、これを遵守するとともに各オーガナイザーおよび競技役員の指示に従う義務を負うものとす

る。各レース・各クラスごとに特別規定が示されている場合には、それを優先すること。 

２０２５筑波シリーズは、(一財)日本オートスポーツセンター(JASC)主管のもとに、ニッサンス

ポーツカークラブ(SCCN)、ビクトリーサークルクラブ(VICIC)、ブレインズモータースポーツクラブ

(B-Sports)の３クラブ(順不同)により、筑波サーキットにおいて組織主催される。 

 

１．競技種目 
  四輪自動車によるレース 

２．開催場所 
  名 称：筑波サーキット 

  所在地：茨城県下妻市村岡乙159 

       ＴＥＬ：０２９６－４４－３１４６／ＦＡＸ：０２９６－４３－１１１５ 

  コース：筑波サーキットコース２０００（全長 ２,０４５ｍ 右回り） 

３．レース開催日、オーガナイザー、周回数、決勝出走台数 

⑴ 筑波スーパーＦＪシリーズ／筑波スーパーＦＪマスター（全６戦） 
※JAF筑波／富士スーパーFJ地方選手権シリーズ(全８戦) 

筑波 

シリーズ№ 
開 催 日 オーガナイザー 

周回数 

または時間 
決勝出走台数  申込期間 

第１戦 3月23日㈰ VICIC 18周/30分 30台 2/16～ 3/ 2 

第２戦 5月 5日(月・祝) B-Sports 18周/30分 30台 4/ 5～ 4/15 

第３戦 5月25日㈰ SCCN 18周/30分 30台 4/22～ 5/ 7 

※ 6月28日㈯/29㈰ FSW/FISCOクラブ 12周 45台 5/21～ 5/28 

第４戦 7月26㈯/27日㈰ VICIC 18周/30分 30台 6/22～ 7/ 6 

第５戦 9月14日㈰ SCCN 18周/30分 30台 8/11～ 8/25 

第６戦 10月26日㈰ VICIC 18周/30分 30台 9/21～10/ 5 

※ 11月8日㈯/9㈰ FSW/FISCOクラブ/MSCC 12周 45台 3/12～ 3/19 

※のＦＳＷラウンドは、筑波シリーズには含まれない。筑波スーパーＦＪマスターズの開催もございません。 

筑波シリーズ、富士チャンピオンレースは各々シリーズが異なります。 

全８戦で開催されるシリーズはＪＡＦ地方選手権シリーズの位置付けです。 

 

 

 

公  示 
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⑵ 筑波ツーリングカーシリーズTTC1400・TTC1500・TTC1600(全54戦) 

シリーズ№ 開 催 日 オーガナイザー 
周回数 

または時間 
決勝出走台数  申込期間 

第１戦 3月23日㈰ VICIC 15周/30分 30台 2/16～ 3/ 2 

第２戦 6月 8日㈰ VICIC 15周/30分 30台 5/ 4～ 5/18 

第３戦 7月26㈯/27日㈰ VICIC 15周/30分 30台 6/22～ 7/ 6 

第４戦 10月26日㈰ VICIC 15周/30分 30台 9/ 2～10/ 5 

※６月８日㈰の第２戦は、TTC1400のみの開催となります。 

⑶ ＶＩＴＡ筑波シリーズ(全６戦) 

シリーズ№ 開 催 日 オーガナイザー 
周回数 

または時間 
決勝出走台数  申込期間 

第１戦 3月23日㈰ VICIC 15周 30台 2/16～ 3/ 2 

第２戦 5月25日㈰ SCCN 15周 30台 4/22～ 5/ 7 

第３戦 7月27日㈰ VICIC 15周 30台 6/22～ 7/ 6 

第４戦 9月14日㈰ SCCN 15周 30台 8/11～ 8/25 

第５戦 10月26日㈰ VICIC 15周 30台 9/21～10/ 5 

第６戦 11月23日㈰ SCCN 15周 30台 10/20～11/ 4 

４．参加資格 

1) 参加者の資格 
参加者は、当該年度有効なJAF国内競技参加者許可証(ドライバーを兼ねる場合は当該

年度有効な国内Ａライセンス)以上の所持者。または、JAF以外のASN発給の同様の競

技ライセンスを所持し、FIA国際モータ―スポーツ競技規則に定められた海外レース

出場申請が済んでいる者。 

2) 参加ドライバーの資格 
⑴ 筑波スーパーＦＪシリーズ 

ＪＡＦ筑波／富士スーパーＦＪ地方選手権シリーズ 

JAF国内競技運転者許可証Ａ（限定Ａ含む）以上国際ドライバーライセンスＢ以下の

ライセンス所持者。または、JAF以外のASN発給の同様の競技ライセンスを所持し、

FIA国際モータ―スポーツ競技規則に定められた海外レース出場申請が済んでいる者

で、次のいずれかの条件を満たすものが参加できる。 

①過去のレース出場実績が３回以上あること。 

②過去のレース出場実績が２回以上で、かつJAF公認レーシングコースにおけるスポー

ツ走行の経験時間が４時間以上あり、その証明を有すること。 

③過去のレースの出場実績１回で、かつJAF公認レーシングコースにおけるスポーツ

走行の経験時間が６時間以上あり、その証明を有すること。 

④JAF公認レーシングコースにおけるスポーツ走行の経験時間が９時間以上あり、そ

の証明を有すること。 

  但し、2022～2024年にＦ２、ＳＦ、ＳＦライツのいずれかのレースにおいて３位以内に入

賞した経験を有するものは、参加できない。 

⑵ 筑波スーパーＦＪマスターズクラスのドライバー 

上記、筑波スーパーＦＪシリーズ参加資格を満たした、年齢40歳以上とする。「スポー
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ツ年齢制度を適用し、本年の12月31日時点での年齢を基準とする。（1985年12月31

日までに生まれた方が対象）」   

⑶ 筑波ツーリングカーシリーズのドライバー 

JAF国内競技運転者許可証Ａ以上の所持者。または、JAF以外のASN発給の同様の競技

ライセンスを所持し、FIA国際モータ―スポーツ競技規則に定められた海外レース出

場申請が済んでいる者が参加できる。 

⑷ ＶＩＴＡ筑波シリーズのドライバー 

有効な運転免許証を所持し（限定Ａライセンス所持者は除く）JAF国内競技運転者許

可証Ａ（限定Ａ含む）以上の所持者。または、JAF以外のASN発給の同様の競技ライ

センスを所持し、FIA国際モータ―スポーツ競技規則に定められた海外レース出場申

請が済んでいる者が参加できる。 

⑸ 18歳未満の（未成年者）ドライバーは、参加申し込みの際に、親権者の承諾書に親

権者実印の印鑑証明書（３か月以内有効）を添えて提出しなければならない。 

⑹ 本大会において、失格等のペナルティを科せられたエントラント、チーム、ドライ

バーの次戦参加申し込みは受理されない場合がある。 

５．参加車両規定 
本シリーズに参加が許されるのは、2025年JAF国内競技車両規則に合致した下記の車両

とする。 

1) 筑波スーパーＦＪシリーズ 
ＪＡＦ筑波／富士スーパーＦＪ地方選手権シリーズ 

筑波スーパーＦＪマスターズクラス 

２０２５年ＪＡＦ国内競技車両規則第１０章に定めるスーパーＦＪ（略称Ｓ－ＦＪ）規定に合致した

車両。 

①使用できるタイヤは、ＪＡＦ承認のもとでオーガナイザーによって指定されたものを

使用しなければならない。 

指定タイヤ：住友ゴム工業株式会社製 

②公式予選、決勝を通じて使用できるドライタイヤは１セット（４本）のみとする。 

③使用する１セットのタイヤには技術委員によって指定のマーキングが施される。マー

キングは、タイムスケジュールに発表された公式予選前の公式車両検査時間内に行

われる。 

④公式車両検査時間以外のマーキングは、⑤の場合を除き一切行われない。 

⑤公式予選時等において、何らかの事由によりマーキングされた４本のドライタイヤ

に1本または複数の交換の必要性が生じた場合、公式予選終了後30分以内に当該エ

ントラントの申請により競技長の許可を得た場合に限り、その交換が認められる。

ただし、公式予選で達成された当該エントラントのスターティンググリッドが失わ

れる事が条件となる。（最後尾グリッドスタートが理由の如何を問わず条件となる。） 

2) 筑波ツーリングカーシリーズ 
2025年JAF国内競技車両規則第３章（一般規定）及び第４章（安全規定）に従った車

両で、許される改造は第５章量産ツーリングカー(N1)に従った車両とする。但し、車

両規則に相応しない車両の出走を認める場合がある。参加申し込みの際は、事前に必

ず各オーガナイザーの確認を得ること。 

TTC1600：気筒容積1400ccを超え1600cc以下の車両。 

TTC1500：気筒容積1500cc以下の車両。 
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（JAF初年度登録が2002年１月１日以降の車両とする） 

※但し、軽自動車の参加は不可とする。 

TTC1400：気筒容積1400cc以下の車両。（AA34Sを含む。） 
 

①使用タイヤ：ＪＡＦ国内競技車両規則第５章に準拠し、次の通りとする。1993年１

月１日以降に日本国内向けに発売された以下のタイヤメーカーの市販タイヤのみ

使用できる。 

㈱ブリヂストン/住友ゴム工業㈱/横浜ゴム㈱ 

②参加車両はロールバー及びロールケージの運転席側と助手席側にドアバーを取り付け

なければならない。材質及び、連結方法はＪＡＦ国内競技車両規則第４章に準拠するこ

と。その他のレース区分の参加車両は、本大会特別規則付則当該レース区分車両規定

に準拠すること。 

③シャシーの構成要素であるフレーム及びサブフレームは一切変更、改造、切除を

行ってはならない。 

④国内競技車両規則第5章量産ツーリングカーの規定に従って車両の部品交換を行っ

た場合はパーツリスト、カタログ、パンフレット等のコピーを改造申告書に添付

しなければならない。車検時において部品番号及び部品名称がこれらの文書によ

り現品と照合、確認できない場合は失格とする。 

3) ＶＩＴＡ筑波シリーズ 
ＶＩＴＡ ＣＬＵＢ株式会社製 ＶＩＴＡ（ＶＩＴＡ－０１）とする。 

※詳細は、別紙、２０２５ＶＩＴＡ筑波シリーズ規則書 Ｔｅｃｈｉｎｉｃａｌ Ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ参照のこと。 

4) 車両変更 
①参加申込み後の車両変更は、やむを得ぬ理由がある場合を除き認められない。 

②車両変更は、上記に定める参加車両規定に合致した同一エントラントの同部門、同

クラスの車両に限り許されるが、車両変更手数料を添えて競技会事務局に届け出て

競技会審査委員会の承認を受けなければならない。 

③公式車両検査終了後に車両を変更する場合は、必ず車両検査を受けなければならな

い。但し、申請期限は当該クラスの公式予選が開始される30分前までとし、車両変

更手数料にあわせて再車検手数料を添えて、競技会事務局に届け出て競技会審査委

員会の承認を受けなければならない。 

④車両変更手数料及び再車検手数料は以下の通りとする。 

 11,000円（税込） 

5） カメラ（ビデオ）等の搭載について 
大会期間中に、撮影用カメラを搭載する場合には、公式車両検査前までに競技会事

務局まで届けなければならない。 

搭載が認められるのは、筑波サーキット4輪一般競技規則 第15条10.に該当する場合

に限る。 

車体の外部ならびにヘルメットにカメラを取り付けることは禁止する。尚、カメラ(ビ

デオ) 等の搭載が認められた車両については、公式車両検査時に取付方法等の検査

を受けること。 

６．筑波サーキットの排気音量規制 
シリーズに参加する車両は、下記の規定による排気音量規制に合致しなければならない。 
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1) 音量の検査方法 
JAF国内競技車両規則の「レース車両の排気音量測定に関する指導要綱」による。 

2) 各レースの排気音量規制値 
上記1)の検査方法に基づく距離３ｍの排気音量規制値は、下記の通りとする。 

スーパーFJ・VITA …………………………… 105dB(A)以下 

７．参 加 料 

1）本シリーズ各競技会の参加料は以下の通りとする。 
筑波スーパーＦＪシリーズ（ＪＡＦ筑波／富士スーパーＦＪ地方選手権シリーズ） 

筑波ツーリングカーシリーズ 

ＶＩＴＡ筑波シリーズ 

４８,４００円（税込） 

2） 参加料にはドライバー１名と登録された４名までのピットクルーの入場パス、２台までのサー
ビスカー（トランスポーター含む）の駐車パスが含まれる。 

８．参加申し込み 
1） 参加申し込みは、下記の書類に完全に記入した上で、参加料を添えて現金書留にて申し込

まなければならない。（締切日消印有効） 

①参加申込書 

②車両仕様書 

③親権者の承諾書、及び印鑑証明書（18歳未満の参加者のみ） 

2） 参加者は、ドライバー900万円以上、ピットクルー400万円以上の有効な保険に加入していな

ければならない。参加者は、参加申込書に定められた書式によって申告する。申告のない

場合には参加は認められない。 

3） オーガナイザーは、理由を示すことなく、参加申し込みを拒否することができる。 

4） 参加が受理された後は、参加者の都合による参加取り消しに対して、いかなる理由があって

も参加料は返還しない。 

９．公式車両検査 
公式車両検査は、公式通知で示されたタイムスケジュールに従い、オーガナイザーが指

定する車両検査区域で行われる。参加ドライバーは、参加車両とともに所定の時間内に

公式車両検査を受けなければならない。尚、定められた時間内に、検査を受けなかった

場合には、大会審査委員会によって特別処置が認められない場合を除き、公式予選及び

決勝レースへの参加は認められない。 

10．公式予選 
1） 公式予選は、最小15分(赤旗中断による中断時間を除く)とする。 

2) スーパーＦＪ公式予選は、少なくとも決勝レーススタートの２時間前までに終了していなければ

ならない。 

3) 但し、競技会審査委員会がやむをえない状況であると判断した場合は、この限りではない。 

4) 公式予選通過基準タイムは、公式予選で達成されたタイムの上位３位までのタイムを平均し、

その130％以内とする。 

5) 公式予選の出走順は、本年度前大会の競技結果（順次遡上）に従い決められる。第一戦に

ついては前年度シリーズポイント順とする。シリーズポイントを得ていないものについてはゼッ

ケン順とする。 
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6） 最大決勝出走台数の範囲内であれば、各シリーズの公式予選を混走で行う場合がある。 

11．決勝レースのスタート方法、レース中の規定、レース終了 
決勝レースのスタート方法、レース中の規定、レース終了に関する規定は『筑波サーキッ

ト一般競技規則書』及び各競技会特別規則書に従う。 

1） 最大決勝出走台数の範囲内であれば、各シリーズの決勝レースを混走で行う場合がある。 

2） シリーズの決勝レースを混走で行う場合、競技長の判断により、シリーズ単位でグリッド配列

を変更する場合がある。 

3） 決勝レース中の反則に対しては、下記の罰則（タイムペナルティ）が科せられる場合がある。 

①ドライビングスルーペナルティ 

ドライバーはピットレーンに進入し、ピットに停止すること無くピットレーン出口か

らレースに復帰しなければならない。 

②ペナルティストップ 

ドライバーはピットレーンに進入し、ペナルティストップエリアに少な  くともタ

イムペナルティとして科せられた時間の間、停止した後、ピットレーン出口からレー

スに復帰しなければならない。また、自チームのピットに停止することは許されない。

ペナルティストップエリアでは、車両はエンジンを停止する必要はない。エンジンが

停止した場合は、ペナルティの時間が経過した後に、再始動することができる。 

③タイムペナルティ 

決勝結果に対し、５秒もしくは10秒のタイム加算を行う。 

4) 反則行為について、罰則が決定したならば、直ちにピット通告が行われ、同時に罰則の種類

を示す表示板、当該車両の競技番号を記入した黒の表示板がコントロールラインで表示さ

れる。 

黒地に黄色字で「Ｄ」と付された場合はドライビングスルーペナルティ。黒地に白文

字で「Ｐ」と付された場合はペナルティストップ。レース終了までに通知できない場

合は、競技結果に対する30秒以上のタイム加算となる。尚、加算する30秒以上のタイ

ムは競技会審査委員会の裁量によるものとする。 

①反則スタート（ドライビングスルーペナルティ以上） 

②黄旗無視（ペナルティストップ10秒以上） 

③ピット作業違反（ドライビングスルーペナルティ以上） 

④ピットレーンの速度制限違反（ドライビングスルーペナルティ以上） 

⑤筑波サーキット一般競技規則第４章「信号合図及び競技中の安全遵守事項」違反（ド

ライビングスルーペナルティ、ペナルティストップ10秒以上、または他の罰則） 

5） コントロールラインでペナルティが表示されてから３周以内にペナルティを規定通り実行でき

なかった車両については失格となる。ただし、当該表示後３周以内にレースが終了しタイム

ペナルティを規定通り実行できなかった場合は、タイムペナルティとしてドライビングスルー

ペナルティまたはペナルティストップに相当するタイムを加算する。 

6） 競技中失格となったドライバー及び車両への通告として、当該車両の競技番号を記入した

黒の表示板と黒旗がコントロールラインで表示される。参加者あるいはその代理人もそれぞ

れ“停止”の信号を表示すること。もし、ドライバーが依然として停止しない場合には、追加の

罰則が科せられる。 

7） １台の車両で複数ドライバーが参加する競技において１名のドライバーが失格となった場合、

その車両の他の登録ドライバーも失格となる。 

8） 規則に罰則に関する明確な条項が規定されていても、必要な場合には罰則の追加を妨げ
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ない。 

9） 本条項に従い、科せられたタイムペナルティおよび黒旗提示に対する抗議・控訴は認められ

ない。 

12．レース及びシリーズの成立 
1) 各シリーズのレース距離は前記３．決勝レース周回数及び競技会特別規則による。 

2) 競技会審査委員会は、保安上もしくは不可抗力のため、レースがスタートする前まで

に当初のレース距離を短縮することが出来る。 

3) 本項に従ってレース距離が短縮された場合であってもレースとして認定される。 

4) 不可抗力によりレースが中断された場合の取り扱いは、筑波サーキット４輪一般競技

規則書「第８章 レースの中断及び再スタート」に準ずる。 

①先頭車両が２周回を完了する前にレースが中止された場合、レースは成立せず選手権

ポイントは与えられない。 

②先頭車両が２周回を完了した場合、レースは成立し、シリーズ得点はすべて与えられ

る。 

5） 筑波シリーズは、下記のレース成立をもって成立とする。 

筑波スーパーＦＪ/筑波スーパーＦＪマスターズ … ３戦 

筑波ツーリングカーシリーズ………………………… ３戦 

ＶＩＴＡ筑波シリーズ………………………………… ３戦 

※各大会ともスーパーＦＪ選手権シリーズ（マスターズ含む）は決勝出走台数５台、ツーリング

カーシリーズは決勝出走台数２台をもってレース成立とする。 

13．得点基準 
1) 次の得点表に基づき各選手権における上位10位までのドライバーに得点を与える。た

だし、得点を得る者は、下記に示す当該レースの完走周回数を満たしていなければな

らない。 

①筑波スーパーＦＪシリーズ（マスターズ含む） 

優勝者が走行したレース周回数の90％（小数点以下切捨て）以上 

②筑波ツーリングカーシリーズ／ＶＩＴＡ筑波シリーズ 

優勝者が走行したレース周回数の70％（小数点以下切捨て）以上 

●得点表 
 

順
位 

１
位 

２
位 

３
位 

４
位 

５
位 

６
位 

７
位 

８
位 

９
位 

10
位 

得
点 

20
点 

15
点 

12
点 

10
点 

８
点 

６
点 

４
点 

３
点 

２
点 

１
点 

 
2) 各大会において、出走台数による得点の制限は行わない。 

但し、ポイントはレースが成立した大会にのみ付与される。 

3) 得点合計及び順位 

⑴ 筑波スーパーＦＪシリーズ、ＪＡＦ筑波／富士スーパーＦＪ地方選手権シリーズ（マスターズ含

む）、筑波ツーリングカーシリーズ、ＶＩＴＡ筑波シリーズの得点は全戦有効とする。 

⑵ 複数のドライバーが同一得点を獲得した場合、次の順位に基づき上位者を決定する。 

①決勝出走回数の多い者を上位とする。 

②高得点を得た回数の多い者を上位とする。 
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③最終戦で上位の者を上位とする。 

 ※ＪＡＦ地方選手権シリーズの得点合計・順位に関しては、ＪＡＦの定める日本レース選手

権規定による。 

14．シリーズの認定 
本シリーズでの最高得点者を当該シリーズのチャンピオンとし、オーガナイザー認定委員会に

よって認定される。また、ＪＡＦ地方選手権においては、ＪＡＦによって認定される。 

15．各競技会の賞典 
本シリーズ各競技会の賞典は下記の通りとする。 

1）筑波スーパーＦＪシリーズ 
(賞金は消費税を含む) 

    １位 ……… 100,000円 筑波賞、オーガナイザー賞 

    ２位 ………  50,000円 筑波賞、オーガナイザー賞 

    ３位 ………  30,000円 筑波賞、オーガナイザー賞 

    ４位 ………  20,000円 筑波賞、オーガナイザー賞 

    ５位 ………  10,000円 筑波賞、オーガナイザー賞 

    ６位 ………  10,000円 筑波賞、オーガナイザー賞 

2）筑波スーパーＦＪマスターズ 
   １～３位 ……………… オーガナイザー賞 

3）筑波ツーリングカーシリーズ／ＶＩＴＡ筑波シリーズ 
   １～６位 ……………… オーガナイザー賞 

4) 賞の制限 
決勝出走参加台数が少ない場合は、次の通り賞典を制限する。 
 

参加台数 内 容 

２～３台 １位まで 

４～５台 ２位まで 

６～７台 ３位まで 

８～９台 ４位まで 

10～11台 ５位まで 

12台以上 ６位まで 

16．シリーズ賞典 
本シリーズ各競技会のシリーズ賞典は下記の通りとする。 

1) 筑波スーパーＦＪシリーズ 
(賞金は消費税を含む) 

   チャンピオン …120,000円、正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 

    ２位 … 60,000円、正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 

    ３位 … 50,000円、正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 

    ４位 … 30,000円、正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 

    ５位 … 20,000円、正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 

    ６位 … 10,000円、正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 
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2) 筑波スーパーＦＪマスターズ 
   １～３位 … 正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 

3) 筑波ツーリングカーシリーズ／ＶＩＴＡ筑波シリーズ 
   １～６位 … 正賞 (一財)日本オートスポーツセンター 

4) シリーズ賞典の制限 
①筑波スーパーＦＪシリーズ、シリーズ賞典の制限は下記の通りとする。 

 

平均参加台数 
（小数点以下切捨て） 

内 容 

２～３台 １位まで 賞金の 60％ 

４～５台 ２位まで 賞金の 70％ 

６～７台 ３位まで 賞金の 80％ 

８～９台 ４位まで 賞金の 90％ 

10～11台 ５位まで 全額 

12台以上 ６位まで 全額 
 

②筑波スーパーＦＪマスターズシリーズ賞典の制限は下記の通りとする。 
 

平均参加台数 
（小数点以下切捨て） 

内 容 

２～３台 １位まで 

４～５台 ２位まで 

６台以上 ３位まで 
 
③筑波ツーリングカーシリーズ／ＶＩＴＡ筑波シリーズ賞典の制限は下記の通りとする。 
 

平均参加台数 
（小数点以下切捨て） 

内 容 

２～３台 １位まで 

４～５台 ２位まで 

６～７台 ３位まで 

８～９台 ４位まで 

10～11台 ５位まで 

12台以上 ６位まで 

17．筑波シリーズ規定の解釈 
本シリーズ規定について疑問が生じた場合は、各オーガナイザーとの協議によって決定

する。 

 

          主管 一般財団法人日本オートスポーツセンター 
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2025JAF筑波サーキットトライアル選手権シリーズ規定 

 

1. 総   則 
本シリーズは、国際自動車連盟（ＦＩＡ）の国際モータースポーツ競技規則、ＪＡＦ国内競技規

則、本規定、各大会特別規則書及び筑波サーキット４輪一般競技規則に従って開催される。全

ての参加者は、これらの諸規則に精通し、これを遵守するとともに各オーガナイザーおよび競技

役員の指示に従うものとする。各大会特別規定が示されている場合には、それを優先すること。 

本シリーズは、一般財団法人日本オートスポーツセンター主管のもとに、ビクトリーサークルク

ラブ（ＶＩＣＩＣ）、ブレインズモータースポーツクラブ（Ｂ－Ｓｐｏｒｔｓ）（順不同）により、筑波サーキッ

トにおいて組織許可されるサーキットトライアルシリーズである。 

2. 開催日、オーガナイザー、参加台数 
 

シリーズ№ 開 催 日 オーガナイザー 競技時間 参加上限台数 申込期間 

第１戦 5月 5日 B-Sports 

15分×2ﾋｰﾄ 

30台×2 4/ 5 ～ 4/15 

第２戦 6月 8日㈰ VICIC 30台×2 5/ 4 ～ 5/18 

第３戦 7月26日㈯ VICIC 30台×2 6/22 ～ 7/ 6 

第４戦 10月25日㈯ VICIC 30台×2 9/21 ～10/ 5 

※参加申込が参加上限台数に達した場合は先着受付順とする。 

3. 参加車両 
１） ２０２５年ＪＡＦ国内競技車両規則第３編スピード車両規定に従った車両で、下記の１０クラ

ス区分（ＪＡＦ選手権クラスは９クラス）に従った車両とする。 

  過給装置付エンジンはもとの排気量の１．７倍のクラスとみなし、ロータリーエンジンはもとの

排気量の1.5倍のクラスとみなす。また性能調整として、当初とは異なる型式のエンジンに載

せ替えた車両、ＮＳＸはＣＴ２以上、シビックタイプＲ（ＥＫ９／ＥＰ３／ＦＤ２／ＦＮ２）、インテグ

ラタイプＲ、Ｓ２０００、ＲＸ－８はＣＴ３クラスにのみ参加を認める。 

２） ＪＡＦ選手権部門 
 
区分 排気量と駆動方式 

CT1 排気量制限無し・駆動制限無しのB車両 

CT2 排気量制限無しの2輪駆動のB車両 

CT3 自然吸気、排気量制限無しの2輪駆動の国産車メーカーのB車両 

CT4 気筒容積2400cc以下の2輪駆動の国産車メーカーのB車両 

CT5 気筒容積1600cc以下の2輪駆動の国産車メーカーのB車両 

CT6 気筒容積1500cc以下の国産車メーカーのB車両 

CT7 
気筒容積1500cc以下の2輪駆動のPN車両のうち、FIA/JAF公認発行年またはJAF登録年が

2012年1月1日以降の限定販売されていないカタログモデルの車両 

CT8 国産車メーカーの5ナンバーサイズのAE車両（ハイブリット車両もしくはEV車両） 

CT9 国産車メーカーのSUVタイプのEV車両（ハイブリッド車両もしくはEV車両） 

 

 
 

(日・祝) 
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※各クラス出場車両例（詳細は各オーガナイザーへご確認ください） 
 

区分 出場車両例 

ＣＴ１ 

ＧＲヤリス（ＧＸＰＡ１６）、スープラ（ＤＢ４２）、ＮＳＸ、ＷＲＸ ＳＴＩ、ギャランフォルティス、ラン

サーエボリューション、ＧＴ－Ｒ、レクサスＬＦＡ、レクサスＬＣ５００、フェラーリＳＦ９０ストラダー

レ、ランボルギーニ レヴェルト／ウラカン、ポルシェ９１１カレラ４、ゴルフＲ 

ＣＴ２ 

スープラ（Ｂ４８）、ＬＣ５００、フェアレディＺ（ＲＺ３４）、ヴィッツＧＲＭＮ、シビックタイプＲ（ＦＬ

５、ＦＫ２／ＦＫ８）、フェラーリ２９６ＧＴＢ、ポルシェ９１１／ケイマン、マクラーレン７２０Ｓ／７５０

Ｓ、ロータス・エミーラ゛、ＢＭＷ Ｍ４／Ｍ２ 

ＣＴ３ 
シビックタイプＲ（ＥＫ９／ＥＰ３／ＦＤ２／ＦＮ２）、インテグラタイプＲ、フェアレディＺ（Ｚ３４／Ｚ

３３）、Ｓ２０００、ＲＸ－８ 

ＣＴ４ 
ＧＲ８６（ＺＮ８）、８６（ＺＮ６）、ＢＲＺ（ＺＣ６／ＺＣ８）、スイフトスポーツ（ＺＣ３３Ｓ）、ロードスター

ＲＦ（ＮＤＥＲＣ／ＮＤＥＲＥ）、ロードスター（ＮＣＥＣ） 

ＣＴ５ ノートＮＩＳＭＯ Ｓ（ＥＫ１２改）、スイフトスポーツ（ＺＣ３１Ｓ）、ロードスター（ＮＡ６ＣＥ／ＮＢ６Ｃ） 

ＣＴ６ ロードスター（ＮＤ５ＲＣ／ＮＤ５ＲＥ）、ヤリス、ＭＡＺＤＡ２、デミオ、カプチーノ 

ＣＴ７ 
ＧＲヤリス（ＭＸＰＡ１２）、コペンＧＲスポーツ、ロードスター（ＮＤ５ＲＣ／ＮＤ５ＲＥ）、ＭＡＺＤ

Ａ２ １５ＭＢ（ＤＪＬＦＳ）、マーチＮＩＳＭＯ Ｓ（Ｋ１３改）、フィットＲＳ（ＧＫ５）、Ｓ６６０、Ｎ－ＯＮＥ 

ＣＴ８ ヤリス、アクア、フィットｅ：ＨＥＶ、ノートｅ－ＰＯＷＥＲ、スイフト 

ＣＴ９ Ｃ－ＨＲ ＧＲ ＳＰＯＲＴ、ジュークＮＩＳＭＯ ＲＳ、フォレスターＳＴＩ ｓｐｏｒｔ、ＣＸ３０ 

3) CLOSED部門（賞典外クラス） 

ライセンスを所持していない方を対象としたＢ車両（駆動方式、気筒容積区分なし）。

競技会への体験参加を目的とし、シリーズ及び各競技会の賞典の対象外とする。 

4) ＣＬＯＳＥＤ部門を除き、純正装着以外で使用できるタイヤは、４本とも同銘柄（パターン）で、

２０２５年全日本ジムカーナ／ダートトライアル選手権統一規則第２条２に示す基準を満たす、

もしくはそれ相応の性能基準とオーガナイザーが判断した銘柄とする。 

5) 参加車両の最低重量は下記の通りとする 
①ＣＴ１～６クラス／ＣＬＯＳＥＤ部門は、当該自動車製造者発行のカタログに記載された主要

諸元一覧表の同一車両型式に認定されている車両重量－５０ｋｇとする。ただし、同一車両

型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存

在する場合は、各々に設定されている車両重量－５０ｋｇとする。 

②ＣＴ７～９クラスは、参加車両の最低重量は当該自動車製造者発行のカタログに記載された

主要諸元一覧表の同一車両型式に認定されている車両重量の内、最小値とする。ただし、

同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパーチャージャー等）と 過給器無の

両仕様が存在する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。 

４．使用可能タイヤ 
純正装着以外で使用できるタイヤは、４本とも同銘柄（パターン）で、２０２４年全日本ジムカー

ナ／ダートトライアル選手権規則第２条２に示す基準を満たす、もしくはそれ相応の性能基準

とオーガナイザーが判断した銘柄とする。 
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主に使用可能なタイヤ銘柄 
 

メーカー ブランド タイヤ名称 

ブリヂストン POTENZA RE-71RS/S007A/AdrenalinRE004 

横浜ゴム ADVAN NEOVA AD09/FLEVA V701 

住友ゴム工業 DIREZZA β11/ZⅢ/DZ102 

日本グッドイヤー EAGLE F1 SUPERSPORTS/RS SPORT S-SPEC 

トーヨータイヤ PROXES R1R/Sports 2 

日本ミシュランタイヤ PILOT SPORT 5/SPORT 4S 

ピレリ P ZERO CORSA/CORSA SYSTEM 

クムホ ECSTA V730/V720/V700 

ナンカン Sportsnex CR-S/NS-25/NS20 

ハンコック Ventus Z232 

柴田自動車 SHIBATIRE R23/R31(200S/200R/280/280R) 
 

※主に使用を禁止するタイヤ 

メーカー ブランド タイヤ名称 

ブリヂストン POTENZA RE-12D/RE-07D/RE-11S 

横浜ゴム ADVAN A08B/A052 

住友ゴム工業 DIREZZA β02～10/03G/02G/D93J/94R 

トーヨータイヤ PROXES R888R 

日本グッドイヤー EAGLE F1 SPORTS/RS SPORT V3 

ミシュラン PILOT SPORTS CUP/SUPER SPORT 

ピレリ P ZERO TROFEOR 

クムホ ECSTA V710 

ナンカン Sportsnex AR-1 

ハンコック Ventus Z214～215/TD 

５．参加資格 
1) JAF選手権部門 
有効な２０２５年ＪＡＦ国内競技運転者許可証Ｂクラス以上の所持者。または、ＪＡＦ以外のＡＳ

Ｎ発給の同様の競技ライセンスを所持し、ＦＩＡ国際モータ―スポーツ競技規則に定められた

海外レース出場申請が済んでいる者。 

2) CLOSED部門 
有効な４輪運転免許証所持者で主催クラブの会員及び当日のみ有効の準会員（準会員の

登録は参加申込と同時に行われる）とする。 

3) 未成年の参加者 
ドライバーが18歳未満の場合は、親権者の承諾を必要とする。 

６．参加料 
1) JAF選手権部門： 24,200円（税込） 

2) CLOSED部門： 22,000円（税込） 

3) 参加料にはドライバー1名と競技車両1台の入場パスが含まれる。 

4) サービス員は1エントリーにつき3名まで登録できるが、1名登録ごとに2,200円（税込）の登録
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料が別途必要。公式車検はドライバー本人または登録されたサービス員が受けること。 

5) サービスカーは1エントリーにつき2台まで登録できるが、１台登録ごとに1,100円（税込）の登

録料が別途必要。サービスカーは指定された場所に駐車すること。 

6) 上記以外の同伴者や車両については、各大会で定められた入場料および駐車料が必要と

なる。 

７．サーキットトライアルの競技方法 
1) 競技は原則として15分×2ヒートを行う。また競技時間はコースイン開始からチェッカーを振る

までの時間とする。但し、天候等の事情により第1ヒート終了の時点で競技を打ち切る場合が

ある。 

2） スタート順は、第1ヒートがゼッケンの若い番号順とし、第2ヒートが第1ヒートの順位の上位順

を基本とする。但し、スタート開始までのピットエンドへの整列に遅れた車両がいる場合は、

この限りでは無い。また、これと異なる方法を採用する場合には、各大会の公式通知によっ

て示される。 

3) スタートはピットエンドから競技役員の誘導によって1台ずつコースインしラップタイムを計測

する。 

4) 競技中パドックに入った車両は、競技終了の意思を示したものとし、コースへ復帰することは

できない。 

5) 当該ヒート終了合図（チェッカーフラッグ）後は、フィニッシュライン付近の止むを得ない場合

を除き、追い越しを禁止する。チェッカーフラッグを受けた場合には速やかにパドックへ戻ら

なければならない。 

6) 万一、チェッカーフラッグが不注意その他の理由により規定時間を完了する前に表示された

場合でも、競技はその時点で終了したものとみなされる。 

８．シリーズおよび競技の成立 
1) シリーズの成立 

当該各部門各クラスが５戦中３戦開催されなければシリーズは成立しない。 

２） 競技の成立 

各競技において各部門各クラス３台以上の出走を以って成立する。 

９．筑波シリーズの得点基準 
1) 各競技会の各クラスに競技結果成績に基づき下記の得点を与える。 
●得点基準表 
 

順
位 

１
位 

２
位 

３
位 

４
位 

５
位 

６
位 

７
位 

８
位 

９
位 

10
位 

得
点 

20
点 

15
点 

12
点 

10
点 

８
点 

６
点 

４
点 

３
点 

２
点 

１
点 

 
2) 各大会において、出走台数による得点の制限は行わない。但し、ポイントは競技が成

立した大会にのみ付与される。 

3) 開催された全ての競技会が得点の対象となる。 

4) 複数の競技者が同一得点を得た場合は、下記に従い順位を認定する。 

 ①高得点を得た回数の多い順に順位を決定する。 

 ②上記①の方法によっても結果が出ない場合には、同順位として認定する。但し、下

記の者の順位は繰り上げない。 



－ 14 －  
 

  例）２位が複数の場合；１位、２位、２位、４位 

5) 日本サーキットトライアル選手権の得点基準に関しては、ＪＡＦの定める日本サーキットトライ

アル選手権規定に従うものとする。 

10．筑波シリーズの認定 
本シリーズでの最高得点者を当該シリーズのチャンピオンとし、オーガナイザー認定委員会に

よって認定される。また、ＪＡＦ選手権においては、ＪＡＦによって認定される。 

11．各競技会の賞典 

1) 本シリーズの各競技会の賞典は下記の通りとする。 
各クラス１～６位……………オーガナイザー賞 

各クラス１～３位……………ＪＡＦメダル 

2) 賞の制限 
各クラスごとの出走台数により、賞の制限を行う。入賞は６位を超えない出走台数の

50%（端数切捨て）とする。 

12．シリーズ賞典 

1) 本シリーズの筑波シリーズ賞典は下記の通りとする。 
全ての各クラス１～６位……正賞(一財)日本オートスポーツセンター 

2) 筑波シリーズ賞典の制限 
各競技会の各クラスの平均出走台数により、賞の制限を行う。 

入賞は６位を超えない出走台数の50%（端数切捨て）とする。 

3) 選手権保持者の認定 
ＪＡＦは、日本サーキットトライアル選手権の得点基準に従い、各ＪＡＦ選手権クラスの最高得

点者を地方選手権保持者として認定し、ＪＡＦ資格認定証およびＪＡＦが別に定める「ＪＡＦ

モータースポーツ賞典規定」による賞典を与える。 

4) 皆勤賞 
シリーズ全戦に出場しながらも、筑波シリーズ賞典の対象外となったドライバーに対

し、その努力を賞して一般財団法人日本オートスポーツセンターより皆勤賞として賞

典を与える。 

13. 筑波サーキットトライアルシリーズ規定の解釈 
本シリーズ規定について疑問が生じた場合は、各オーガナイザーとの協議によって決定

する。 

 

        主管 一般財団法人日本オートスポーツセンター 
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オーガナイザー連絡先一覧 
 
オーガナイザー 住   所 Ｔｅｌ Ｆａｘ 

Ｂ－Ｓｐｏｒｔｓ 
〒１５３－００６４ 
東京都目黒区下目黒２－１８－３ 

目黒第一花谷ビル８０５号 
０３－５４８７－０７３５ ０３－５４８７－０７３７ 

ＳＣＣＮ 
〒１４１－００３１ 
東京都品川区西五反田８－８－１６ 

五反田高砂ビル９０３ 
０３－６４２１－７９６７ ０３－６４２１－７９６８ 

ＶＩＣＩＣ 
〒２５０－００１２ 

神奈川県小田原市本町４－３－４３ 
０５５０－７８－０１２８ － 

 

 1979年12月18日  制定 

 1979年12月18日  初版発行(筑波フォーミュラ選手権) 

 1980年12月17日  ２版発行 

 1981年12月16日  ３版発行 

 1982年12月22日  ４版発行 

 1983年12月７日  ５版発行(東京プロダクションカー選手権に改名) 

 1984年12月２日  ６版発行(筑波RJロータリー選手権に改名) 

 1985年12月12日  ７版発行(筑波選手権シリーズ改名) 

 1986年12月16日  ８版発行 

 1987年12月12日  ９版発行 

 1988年12月23日  10版発行 

 1989年12月21日  11版発行 

 1990年12月18日  12版発行 

 1991年12月18日  13版発行 

 1992年12月21日  14版発行(筑波シリーズに改名) 

 1993年12月16日  15版発行 

 1994年12月27日  16版発行 

 1995年12月27日  17版発行(JASCシリーズに改名) 

 1996年12月27日  18版発行 

 1997年12月26日  19版発行 

 1998年12月28日  20版発行 

 1999年12月28日  21版発行 

 2000年12月28日  22版発行 

 2001年12月28日  23版発行 

 2002年12月28日  24版発行 

 2003年 1月 1日  25版発行 

 2004年 1月 1日  26版発行 

 2005年 1月 1日  27版発行 

 2006年 1月 1日  28版発行 

 2007年 1月 1日  29版発行 

2008年 2月15日    30版発行 

 2009年 1月 1日    31版発行(筑波シリーズに改名) 
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2010年 2月 1日    32版発行 

2011年 2月 1日    33版発行 

2012年 2月 1日    34版発行 

2013年 2月 1日   35版発行 

2014年 2月 1日    36版発行 

2015年 1月15日    37版発行 

2016年 1月15日   38版発行 

2017年 1月16日    39判発行 

2018年 1月22日   40判発行 

2019年 1月21日   41判発行 

2020年 1月20日    42判発行 

2021年 1月20日       43判発行 

2022年 1月20日    44判発行 

2022年12月16日    45判発行 

2024年 1月20日    46判発行 

2025年 1月20日    47判発行 

 

 

 

 

 

 

 


